
剰 ヒ農業研究 (TOhOku Agric Res)35,257-258(1984)

ニンニク種球生産のための土壌改良・掘取時期が次年度の球肥大に与える影響
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1 1ま  し が き

宮城県下には約300ルのエンニクの栽培面積がある。

市場性の高いホワイト系はその大半をしめているが ,種球

の自給を長年続けると,本県では収量が低下するため,種

球は宮城県以北の産地に依存している。

エンニク栽培では,多量の種球が必要であるが ,個体の

増殖率に限度があるため計画的な種球の更新が必要である。

また ,.■ ンニクは栄養繁殖が基本なので安定生産をするた

めには種球の役割が非常に大きい。そこで優良な種球を生

産するための栽培条件について検討したのでその結果を報

告する。

2試 験 方 法

ニンニクの優良種球生産のため,農業センター金剛寺圃

場において ,福地種を用い,下記のような試験区を設けて

栽培し,牛産された種球を使用して ,それぞれの種球の収

量性を検討した。

(l)異なる栽培条件での種球生産

1)試験年次 昭和56年～57年

" 
供試条件

a,巴 沃 度 ①土壌無改良 ②土壌改良 ③土壌改
良堆肥

b収穫時期 ①早期 (615)②適期 (625)③
晩期 (75)④極晩期 (721)

注)供試した圃場の土壌条件は表 1の とおりで上壌改

良区では,燐酸吸吸係数の 5%に相当する燐酸を熔

燐と過石 4:1の現物で施用し,土壌改良堆肥区で
は上記改良区に堆肥α当たり300″ を施用した。

表 1 供試圃場の土壌 (礫質褐色森林土)

仮比重

(′ /100α

pH
燐酸吸
収係数

有効態 P205
CEC

置換性塩基 (“ /100夕 ) 石 灰
飽和度
(%)

Ca 0

一 MgO
M gO

K20H20 KCι B rav l-ruog Ca 0 M gO K20

1,023 529 422 1,570 21 357 2196 28 5 612

0 耕種概要
a植付時期 10月 12日
b栽植様式 畦幅100“ ,条間15"3条 ,株間15"千

鳥植 ,

C施肥量 (a当 たり成分量)N,P205,K20,
各30″ ,

レ)生産力検定のための栽培
1)試験年次 rlR和57～58年

" 
耕種概要

a植付時期 10月 14日
b栽植様式 畦幅110昴 条間15御 3条 ,株間15昴

鳥植

C施 肥量 (a当 たり成分量)N,P205,K20,
各30″

注)りん片重 大 :131～ 150夕 ;中 :91～ 110′ :

小 :51夕 ～70タ

3 結果及び考察

(1)異なる栽培条件での種球生産

草丈は改良区・改良堆肥区がまさり無改良区で劣った

(表 2)。 葉数はいずれの区にも差はなかった。茎径は ,

4月 の時点では無改良区が劣っていたが,6月 時点では改

良区と同程度になり,改良堆肥区が最も太くなった。

一球重は無改良区 改良区とも6月 25日 , 7月 5日堀取
りで重く,それ以外では軽くなり,改良堆肥区は遅くなる

はど球の肥大が良好であった。しかし,7月 21日 堀取りで

は大部分が裂球となり,保穫葉はほとんど消滅していた。

(" 生産力検定のための栽培

草丈は土壌改良の条件で栽培された種球は, 4月 25日

ころまでまさったが (表 3),生産盛期の 6月 20日 ころに

なると区間に差がなくなった。また,葉数は表には示して

いないが生育初期から差がなく,種球収穫の早晩も生育に
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区

草 丈
(磁 )

葉 数
(枚 )

茎 径
(ω )

量収 球の大きさ分ス

肥沃土 掘取月日 1球重
(′ )

α当たり全重
(″ )

同比率
(%)

L以 上
(%)

Ｍ

傷

壌
良改

土
無

6月 15日

6月 25日

7月 5日

7月 21日 1閣 1  6 7 }“

316
58 6

60 1

517

62 4

1146
128 2

95 3 1   100

05
35 3

4' 3

39 5

38 1

60 8

44 4

54 3

壌
良

土
改

6月 15日

6月 25日

7月 5日

7月 21日 1犯 }  67 }ロ

53 7

70 6

66 5

60 ,

107 2

1403

1130
122 6

171 9

122 4

88 1

1286

241
66 9

69 8

46 8

31 9

286
51 1

土壌改
良堆肥

6月 15日

6月 25日

7月 5日

7月 21日 } 25 3 1  6 8 |ロ

60 7

64 7

728
76 9

121 0

131 6

137 9

147 2

190 9

1148
1076
154 5

606
72 4

873

580
37 5

26 9

127

表 2 土壌改良及び掘取時期と生育 ‐収量 (昭 56)

表 3 生育及び収量

影響はなかった。

球の肥大は興 の条件で栽培された種球では良好で ,

土壌改良の堆肥区では更にまさった。しかし,り ん片重大

では土壌改良堆肥の条件に栽培されても,土壌改良のみの

区と大差はなかった。また,種球収穫の早晩は球の肥大に

大差を示さなかったが ,収穫時期の平均では,収量は晩収

>適収>早収の順で増加し,極晩収では晩収に比べて減収

する傾向がみられた。

以上の結果 ニンニクの栽培では土壌条件中でもpHや ,
有効燐酸の含量が生育に大きく影響し,不良条件下では ,

球の肥大が著しく劣ることが明らかになった。また,多収

を得るためには堆肥の施用効果が高いことを認めた。

次にニンニクの種球は土壌の肥沃度の高い土壌条件で生

産されたものほど,球の肥大性が高く,種球を生産する栽

培では他作物以上に上壌改良が必要であると思われた。

4 ま め

エンニクの優良種球を生産するための栽培条件を把握し

ようとして,福地種を用い,56年に肥沃度の異なる試験区

を設けて栽培 し,時期別に掘取り,57年にはこれを種球と

して植付け,球肥大に与える影響を検討した。

① 球茎の肥大は土壌無改良区に対し,土壌改良区では
良好で土壌改良堆肥区は更にまさった。

掘取り時期では早期区で一球重が軽く,極晩期区ではほ

とんどの球が裂球となった。

② 異なる栽培条件で得た球を種球として使用した結果 ,

一球重は土壌無改良区よりも土壌改良区が,更に土壌改良

堆MFLの方がまさり,収穫の時期では極晩期区は劣った。

③ ニンニクの種球は土壌の肥沃度の高い土壌条件で生
産されたものはど球の肥大性が高い。したがって ,種球を

生産する栽培ではよリー層土壌改良が必要である。
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